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思春期。菌年期傑健への若者の参商  

一若者ボランティアの簡威と重体ず陰に陶ぼた支援のあり方についぞ  
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要  旨   

思春期・青年期保健対策の有効な手段として推奨されているピア・カウンセリング活動の  

育成と、ボランティアの主体的活動に向けた支援のあり方を検討するために、1年間仲間  

（ピア）共育活動を行ってきた6人の若者（男性3 女性3／平均年齢21歳）を対象に、  

活動の継続理由を調査した。その結果、継続理由は二つに分類され、「活動を通じての自己  

実現」「出会いと目標の発見」「社会的スキルの学習」という学びと自己の成長がもたらす活  

動動機と、「対話」「日常的な関わり」「仲間意識」という仲間とのつながりがもたらす継続  

の力で、両者は「成長への確信」を生み出していた。   

今後ピア活動が主体的になっていくためには、傾聴や対話の力を若者同士の関係の中で実  

感し、自分や仲間の他に社会に目を向け実践され深められていく必要があることがわかった。  

キ匝ワ輌ド：思春期・青年期保健 仲間共育活動 主体化 成長 仲間とのつながり  

デュケ一夕ー、ピア・カウンセラーが，大学  

生を中心に養成されようとしている2）3）。   

ピア・カウンセリング（PeerCounseling）  

は本来「人間は、機会さえ与えられれば、自  

分たちの問題のほとんどを解決する能力を持  

っている」という人間観の上に立つ手法で、  

1960年代の後半から様々な分野で受け入れら  

れ、発展してきた4）。北米の公民権運動から  

始まり、黒人、女性、障害者など社会で抑圧  

されてきた人たちが、自分たちの権利擁護や  

相互援助の発展のために用いてきた方法の一  

つである。またピア・カウンセリングは、抑  

圧された人々が自分の人格や生活を、自分の  

意志でコントロールする機会をもたらそうと  

いうもので、専門家が行うカウンセリングと  

は基本的な価値観が異なる5）6）。   

日本の思春期・青年期保健問題にピア・カ  

1．はじめに   

21世紀の母子保健のビジョンを示す「健や  

か親子21」は、具体的な取り組みの最初に、  

思春期の保健対策の強化と健康教育の推進を  

あげた。背景には思春期および青年期の人口  

妊娠中絶や性感染症、薬物乱用等の問題の深  

刻化がある。厚生労働省はその対策として、  

地域における保健、医療、福祉、教育の連携  

の促進、相談体制の充実、広報啓発活動の他  

に、新たな取り組みとしてピア・エデュケー  

ション、ピア・カウンセリングをあげ、同世  

代の仲間による取り組みを推進することを明  

記した。これは、当事者である若者たちを思  

春期・青年期問題（10歳～25歳位までとする）  

を解決する主体として位置付けようとする新  

たな挑戦でもある－）。現在日本各地で、性感  

染症や人口妊娠中絶の増加に取り組むピアエ  
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ウンセリングが導入され、地域保健の現場で  

用いられ始めたのは平成5年で7）、「健やか  

親子21」によってその傾向は加速されている。   

他分野のピア・カウンセリングが、「対等  

な立場で話を聞き合う単により、奪われてき  

た自己信頼を取り戻す」5）、「同じ地域で生  

活している障害を持った市民が互いに存在を  

認め受容し合い、市民としての権利、役割を  

分かち合う事」6）という定義に見られるよう  

に、社会的に抑圧された者や、自分自身への  

信頼を失った者が、市民としての権利、自己  

の回復を目指し、それに見合う手法としてピ  

ア・カウンセリングを選び取ってきたのとは  

違い、思春期・青年期保健での用い方は、当  

事者でない大人や行政からの働きかけで集ま  

った若者が、意識の共有化、問題の明確化、  

活動主体としての意識がない中で始まってい  

る。   

松下は、市民が健康問題解決の主体になっ  

ていくことを主体化と表現し「各人が、今現  

在抱えている健康問題の解決をはかればよい  

というのではなく、その取り組みの体験（過  

程）を通して，自分の健康に関する自己管理  

能力を身につけること、それは単に問題に対  

する処方的な知識や方法を知る事ではなく、  

自分の本来の姿がゆがめられている現状，あ  

るいはゆがめられるであろう状況を認識し、  

その要因を探り解決しようとする主体的姿勢  

と，自分の問題を発見する事のできる力を身  

につける事。」と述べている8）。つまり主体  

化とは目先の問題の解決ではなく、若者がそ  

の間題解決への取り組み過程を通じて、自分  

たちの本来の姿をゆがめている状況を認識  

し、その要因を探り、解決しようとする姿勢  

と問題を発見する力を身につけることと定義  

できよう。よって、今後思春期・青年期保健  

問題において、子ども・若者が主体になるに  

は、外部からの働きかけをきっかけに、自分  

たちに共通している問題とその背後にある要  

因に気づき、そこに働きかけていく力の形成  

（主体化）が大切で、それを支えていく大人  

側の支援のあり方が同時に問われよう。しか  

し、移動が激しく地域性が薄く、大人とは別  

の価値観を持つ若者を捉え働きかける事は難  

しく、その戦略戦術は大きな課題である9）。  

そのような申で、活動ボランティアの存在は  

われわれ大人にとって、この課題解決に欠か  

せないパートナーで、自ら活動に参加する彼  

らの活動継続要因を明らかにする事は、この  

活動を定着、発展させる上で意味があると考  

える。   

この論文では、ピア・エデュケーション，  

ピア・カウンセリング（以下ピア活動と略す）  

を「共に成長する事を目指した若者の仲間共  

育活動」と定義する。そして、2001年から  

「いつでも誰でも参加できる活動」「若者達の  

主体的な活動」「活動の日常化」を目指し、  

開始した熊本YWCA／PDYYY（YoungWomen－s  

ChristianAssociation／Partnel、shipDevelopment  

oftheYouth，bytheYouth，fortheYouth）を取り  

上げ、彼らは何を求めて活動したか、1年目  

の支援者の関わりの効果と今後の主体化に向  

けた課題を明らかにする。  

2．熊本YWCA／PDYYYの概略   

思春期・青年期を取り巻く性の問題解決に  

若者が参画することを目指して、2001年から  

活動を開始した熊本YWCA／PDYYY（以下  

PDYYYと略す）は、高校生，大学生約20人  

（男女比は1：2、15歳～25歳）を中心に性  

共育活動をするグループである。いつでも誰  

でも参加できる体制をとっており、複数の大  

学、高校から口コミで集まってくる。毎週月  

曜日の定例会議を中心に、企画、実施、学習  

を交互に重ね、2001年度は年10回のワークシ  

ョップを開催し、述べ300人を超える若者と  
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集い、性や生について考える場を共有した10）。  

団体の理念は「自分たちの力で出会い、認め  

合い、受容し合う事で、学校では学べない自  

分の中に潜在している生きる力を発見し、社  

会の問題解決に参画する知恵と力を育てる」  

で、2001年度の彼らの目標は「新たな出会い  

を通して自分を見つめ、新たに変わるきっか  

けをつかむ」であった。   

活動企画は、性、パートナーシップに関連  

した自分達の身近な問題から出発し、話し合  

いを通じて内容を練り上げていく。一年日は、  

組織の発足と活動の日常化を目指して、支援  

者側は4つの介入を行った。①最初の企画提  

示（2001年8月に実施した事業 ラブLOVE  

フレンドシップ）とその後の活動機会の提供  

④性問題を語れる当事者・専門家との学習会、  

合同ワークショップの実施（彰組織運営に関  

するノウハウの提供 ④傾聴の学習と会議で  

の実践である。もっとも重視したスキルは  

「聴くこと」と「話し合うこと」で、性やピ  

ア・カウンセリングについての系統だった学  

習は特に行っていない。性の概念も話し合い  

の中から作っており、知識の伝達より、知識  

やスキルを獲得していくプロセスを重視して  

展開している。  

も含めると5時間20分、インタビュー時間は3  

時間であった。内容はテープに録音し、1600  

字の原稿用紙24枚の逐語録にまとめた。平成  

14年10月、活動とは無関係の大学生4人と活  

動継続理由と思われる文節を抽出し、4つの  

介入との関連でグループ化した。さらに、そ  

れぞれのグループ毎にラベル付けを行い、時  

間的な経過を考慮し図式化した。その後、そ  

の結果を、インタビューに応じたスタッフの  

中で、現在も活動を継続している3人に示し、  

意味不明な発言、ラベル間の相互関係につい  

て再度インタビューし、図式化の再構成を行  

った。  

4．結 果   

活動継続理由として抽出された文節は32あ  

り（表1）、4つの介入との関連で図式化し  

たものが図1である。   

「（む最初の企画とその後の活動機会の提供」  

との関連であげられた発言は6で、「自信が  

欲しい」「居場所・役割がある」「自分の目的  

が達成できるという期待がある」等で、「活  

動を通じての自己実現」とラベル付けした。  

「②性問題を語れる当事者との学習会、合同  

ワークショップの実施」との関連であげられ  

た発言は5で、「いろんな活動をしている人  

との出会い」「目指すものがわかる」「社会を  

知る」等で、「出会いと目標の発見」とラベ  

ル付けした。「④組織道営に関するノウハウ  

の提供」との関連であげられた発言は1で、  

「色々なスキルを学ぶ」で、「社会的スキルの  

学習」とラベル付けした。「④傾聴の学習と  

会議での実践」との関連であげられた発言は  

10で、「ここでしか話さない話をとことん話  

す」「いろんな感情を覚え、それはなぜなの  

か一回考える」「あきらめていた大人との対  

話」「聞いてくれる、話す事が楽しい」等で、  

「対話」とラベル付けした。  

3．調査の方法   

開始当時から活動を継続してきた若者の中  

から、1年間活動を継続し調査協力を承諾し  

た6人（20歳3人 22歳3人／男性3人  

女性3人 ノ 学部学科：看護1人、社会福祉  

2人、経済3人）に、2002年3月23日団体  

事務所で、「1年間活動が継続したのは何  

故？」という問いかけで半構成グループ面接  

を行った。個々の振り返りが十分できるよう  

に、面接の前に全員でPDYYYの特徴につい  

てKJ法で洗い出しをした後、グループの一人  

一人に焦点を当てて聞いた。所要時間はKJ法  
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表1 活動が継続した理由  

発雷  
発雷内容   

爵香られた日常の  

番卑   た埴由  警套   

自分の目的が  自分は女性の産別、男女登別とか、DVをやってみたい。今求めて  

l          逮成できるとい  いlナる幹囲気があるから自分はここにいる。‥・ここでできる、今から  

20  う期待がある  自分の目的ができると思うから自分はいる。  

歳  活動では性を主にはできなかったですよね．でもそれ以州こも学ベ  

2  

学べるものがあ  

る  
るものがあった。心の米食とか、聞く串とか‥．しかも別に遠く観れ   

性  ているわけではない性の岡闇…．  

人とのつながリ  
3  

ができる   
人とのつながりもできた。  

人間としての人としてのふれあいが大きい。ただ、その闘わるうち   

に考える啓は使っていうのはやっば、大串れ＼うことで。郎活とかバ  

イトでは、チ岬ムー丸になって綽習とか駅舎とかに臨んでいるけど、  

4   

仲間のつながリ  
呵椅にいる時間って少ないんですよ。扱、連絡とかはとらないし。遇  

郎活や′くイト仲間  

を感じる  
1回のみんなでおる鴫間の噛が大きいから、なんか心に残るみたい  

との希斜な関係  

20  なかんじで。あと、メールとかで、やっぱ「ああ、つながってるんだ   

頗  な」って宵うのを感じる。  

男  闘いてくれる、  やっぱ、索しい。自分が指したら、けっこう、ばか鋳でも風鍬こ聞い   

5  

聞いてもらうこと  

い   
が少ない   

に「もっと聞きたいな」と思い始めて、で日を見て顆し始めて＝㍉  

自分の心を薄  
督遜、あんまり結構なかのよい友達でも、ご飯食べに行ったりと   

¢   ち潜かせて出  
か、そこまで晒ったりとかはめったにないし、それを壊れさせずにで  

きるってことは、それだけ自分の心を落ち衝かせて出す串ができる  
帝剤な友人関係  

すことができる  
んじやないかな。   

いろんな感情を  ここでは自分がいろんな感橘を覚える。それはなんでなのって鵬   

覚える。それは  同車える。他のところでは、すっげえぶち切れたり、すっげえ囲んだ  
愈臨の申で感情と  

7  向き合う寧が少な  
なぜなのとⅦ回  リ、すっげい寮なんですよ。でもここでは自分を矯正しよる。怒るだ  

脅える   
い  

けじや伝わらない、泣くだけじや伝わらない…そおいうのがある。  

ここでは、すごく深く的槻に捉えようとするから、臨す時、やっぱ、   

8   

隋を澤く駒緒に  
走る会緒     ば一つて走るんじやなくって、とととっとと来っとかな昏やいけない。み  

捉えようとする  
んなが見えたと患ったらまた進む。  

奮じめな結を  飲んでないとできないような夢の躊とかできるのがいいかな。まじ  奮じめな陪は飲ん  
20  

延々縛る   めな抵を延々4時間とか5時間とかできるのがいい。   でから  
飽  

男  
自分のまとまっ  自分のまとまってない知瞼を吐き出す鳩が欲しかった。すっごいま   

10  
自分のものを吐昏  

性  
吐昏出す   

出す囁が少ない  
れをすーっとはきつづけて1年間で、結綿密と京ったものができた。  

自分の存在を  rこれ、投に立つんじやない】とか、rこれ、故に立ったんだけどどう  

残したい   かな」って、自分の存在を、俺はいろんな所に残していきたい。  

他の墳所では、与えられるものが蝕すぎて自分が出すものが少な   

みんなのものを   

12  

分も遺す   をもらいつつ、自分のはどうかな・・みたいな。みんなから沢山のも  川すものが少ない  

のを臓はもらっている。だからそれを返したい。  

みんなの昌とが  
13  
好容   

幡、やっぱり、みんなの串が大好きっていうのが箪1かな。  
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窺鱒しない寧がいいな。他の観繊では、自分がどれかの役肇釧≡園   
束縛されない．  

建されるんじやなくって、全体を見ながら、その中で昆りない郎分を  
自分の餞困が園  

14  
自分の視点を  

埋めていく故に醸したいってずっと今やってるけど、、ここはそれを  
定され、自分の視  

損なわれずに  点、望むポジショ  

すむ  
求めなかった。自分を大切に、自分の視点を損なわれずにすむ。自  

ンが取りにくい。  
分の置きたいポジションが取れる。   

自分の居場所があった。せなんいかんかった。役割があった。ラブ  

し0VEフレンドシップ2001をつくらなんいかんかった。最初からいた  

15   
厨囁所．役割  

から、創らなき糾lけないという役割があった。なんかこう、飼激が  
がある  

もらえた。いろんな人の考え方とか出会いとかあったし。そうやって  

やっていくうちに、学べるものがあった。  

1¢  学びがある   
具体的に学べるものをあげると、Kさんの「心の栄華」、考える串  

は穐しかったけど楽しかった。Mママの「凝んでの樹紳」…。  

頑礪って生きて  

1了   いる人過との出  

会い   

みんなやさしかった。怒っても紫でいられた。何も隠さず、そのまま   

の自分でいられた。学校でも学枚なりの覗かい付き合いがある、こ  

ゆい付き合い方が。でもね、ここではここでしかいわない括とかあっ  

22  ここでしか緒さ    家族や性につい               た気がする。家族の率とか、友達とはそんな深く顆したりせんし、性   

18                       鹿   ない結．とこと  の寧とかも、自分は卒諭とか、興囁があるけん、性の緒はするけ  ては深く栢らない   

女  ん隋す   ど、別にともだちとは性の緒ほしない。自分がなんか細りたい寧と  友人関係   

性  かを、ここでは指せた。ワークショップ飼りやっ血ウシヨッブヘの参加  

を通して、とことん話せたのがよかった。魔矧こ金団をするのも楽し  

かった。  

ともだちとかとはテレビの路とか草根の先生のいやだった串とか、  社会間周を師り合  

知りたい革を知ろうとした。すごく困激があった。   関係  

指す．脅ぇる．  

20   一緒にいる楽し  
梼す啓の楽しさ、考える塙の楽しさ、みんなと一緒lこいることも  

さ  
索しかった。  

いろんな活鞄を  
21  

んな活勒をしている人とか、会えることがすごく凍しかった。  
出会い   

22  
新しい啓ができ  

新しい啓をしたかった。オリジナルじやないけど。  
る  

社食に出る例の大学生だし、イベントの軽駿とか、ボランティアの  
22  

愈  
経験とか多少はあって、社会との接点がある鳩が大学時代にあっ  

男  
23  自借が欲しい              て、何か自分の中に刺激だったり軽験だったり、自侶がほしいという  

性  
のがあって、そいう経験の岬郎にしたいっていうのが、一番あった  

かな。   
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「こおいう人間関係ってすごくいいな」って思った細分もあって。人   

とのつながりのあったかさがすごくいいな。こういうの、やっぱりある  

んだっていう凰に思えて、やっぱりきたいなっって壊から思えるよう  

観争でほない    頗争闘係、割り切               になった。・‥今まで生きてきた時は、学校でも部活でも、勝たんとい  

2喀                         人と人とのつな  かんとか、田鹿たんといかんとか、人より優れとかんといかんとか、  って付き合う人間  

がりの囁かさ  そおいうのばっかりだったような気がする。・・・一定レベルっていう  国保  

か、割り切ったレベルでしか付昏合え簸いと。だからもうその発想が  

思い浮かばない。それが欲しいとか、そういう発想自体が思い浮か  

ばない。  

やるかやらないか観んだ時期もあったけど、徐々に、自分め歯l≡  

なるとか、やりがいとか、なかみ約にすごく面白いとか、絶対自分の  

25   
自分が乗きくな              身になるとか、もちろん性っていう分野も自分のものすごい大切なも  

るという根暗  のだし、プラスにはめていけば、すっごく自分が大きくなれるってい  

う夙に思えできた。覿駿活勧とかより、むしろ大切なんじやないか  

と。この活勤は人を宍碧くすると思うよ。絶対。  

やっていこうって限ったきっかけは、ワークショップ作りより日解約  

28   
日常的な闘わ         な闘わりのほうが俵にはでつかい。何でもない串でも拓がで昏る由  

り   気とか、り叫ウシヨッブを翻る時だけとか金牌の時だけじやなくって、  

適う寧でも闘わりが持てる寧。   

実際のうちの大学って、対話の練習とか観いんです。こういう感じ   

って言うのしかなくって、ただ文面に落としてあって、それだけで覗  

27   
自分の噂円と    舞鶴の少ない来          頓に入っていいのかなって思ってたら、Kさん（外部詣蘭）の詣があ  

のつながリ   って。大学ではそのトレーニングっていうのは飽くって、ここでは実  撃数詞  

践的にトレーニングができるのかなと思ってきた。自分の専門性  

につながっているんだと思ったらもっと興味が出てきた。  

静敬で替る大人  尊敬できる人が近くにいるってことは、目指すものがわかるから幸  

28          の存在。目指す  せ。それ客受け入れながら由分の申で変えて、なんか自分で意た．  

ものがわかる  それを盟つけていく。そおいう人たちがいっぱいいた。  

部活の経験しないから、一方的な大人のイメージがしないから、   鵬方的な大人イメ  

29   
あ容らめていた         まあ、あきらめているんですよね。最初から話すのを、自分の意見を  ージと、結す啓を  

大人との対話  言うのを。それが対話できた。すごい喜びがあった。自分をそっか  あきらめ七いた自  
22  

ら、ばんばん出せるようになってきた。   
戯  

分  

女  
ここは何が遭ったかって詔ったら、自分の繚な部分．心の圃みたい   

性  
なのがある，自分の心に。それって．貰わなl子れば人に怯わからな  

い啓．矧こ見せなくても仲良くやっていける、けど．た割こそれがす  
自分の瞭な翻分．  

30  自分と向き合う  
心の間を山しては  

いけないと思って  
でもそれを結局ここでは出さないといけなくなって（ワークショップ倒  

いた自分  
リの適確で）、自分とすごく向き合わされたし．うん＝㍉その鴨の自  

分が圃を出せたことがすごいすっきりした感じがして。  

ここが終わって†ご飯を食べに行く。私．一卓割こご飯とか、飲んだリ  

31  奥まりの枚の嘲         しながら人と愈結するのが好き。そおいう．奥まった綾で生きるって  

囲うような喝研が好昏  
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さらに、①～（卦は、若者の中に学校とは異  

なる方法で人生に必要なスキルを学んでいる  

という意識を高めていた（「学びと成長」）。  

「対話」と時間の経過は、彼らの関係を日常  

的なものへと発展させ（「日常的な関わり」）、  

仲間意識を生み（「仲間意識」）、つながりを  

強める手段になっていた。そして彼らは悩み  

つつも「この活動は人を大きくするとおもう  

よ。絶対」という自分自身が発見した「成長  

への確信」を生み出していた。以上から、①  

～③の働きかけによって生まれた「活動を通  

じての自己実現」「出会いと目標の発見」「社  

会的スキルの学習」は、「学びと自己の成長  

がもたらす活動動機」、④の働きかけによっ  

て生まれた「対話」と自然発生的に生まれた  

「日常的なかかわり」や「仲間意識」は、他  

者との関係が生み出した「活動を継続する力」  

と位置付けた。  

①～（初の働きかけは、若者がピア活動に興  

味関心を持つには有効だったと思われる。専  

門の知識を持たない若者の弱点を補う意味  

で、性問題の情報提供ができる当事者や専門  

家との協働や10回のワークショップほ、新鮮  

な出会いを提供し、社会活動に必要なスキル  

の学習になっていた。しかし、これらはあく  

まで受身的体験であるため、活動の初期の動  

機にはなりえても、長期的、主体的な動機に  

つながるかは疑問である。活動を継続し、彼  

ら自身が力をつけていけば、専門家との協働  

は少なくなり、活動そのものも新鮮さを失う  

からである．   

しかし④の働きかけは、彼らの主体性を引  

き出す可能性を持っている。傾聴は、ピア活  

動にとって二つの重要な意味を持っている。  

一つは他者から傾聴されることでそれまでス  

トレスに隠されていた自分の心が見え、自分  

の声を聞けるようになり、そこから力が生ま  

れてくる12）。「自分のことを落ち着かせて出  

す辛ができる」（発言6）「いろんな感情を覚  

える。それはなぜなのかと一回考える」（発  

言7）等はその事を示している。もう一つは、  

他者との関係性によって自分が成長すること  

を、体験から学ぶことができる 。ピア・カウ  

ンセリングは自己決定の援助といわれる7）  

が、その自己決定を支える共生関係に気づく  

事はさらに大切なことである。堀は10代のピ  

ア・カウンセリングについて、「子どもは子  

ども同士で、支えあい助け合って力を回復し  

ていくことができる」と述べている13）。今回  

の発言の中には、対話によってそのことを実  

感した発言はなかったが、それは活動1年目  

という暗闘の短さも影響していると思われ  

る。ピア・カウンセリングを覚えた若者が、  

時間の経過と共にさまざまな問題にぶつかる  

中で、傾聴や対話がもたらす力を仲間問で実  

感したとき、彼らはこの活動に主体的になっ  

5．考察   

今回調査した若者は、特別に希薄な人間関  

係の学生ではなく、むしろ学校外の活動に積  

極的に参加する学生達で、活動範囲も友人関  

係も広く、多彩な生き方を望む現代の若者の  

特徴11）を持っていた。彼らは、大人より若者  

の気持ちを捉えるのが上手く、ピア活動は彼  

らにとって、刺激、経験そして自信を与え、  

自己実現のきっかけになっていた。「居場  

所・役割がある」（発言15）「この活動は自分  

を大きくする」（発言25）等はそれを表して  

いると思われる。何らかの問題や課題を意識  

して、その解決のために自然発生的に集まっ  

たピアの集まりではなく、外部から活動機会  

を与えられて集まる思春期保健のピアの場  

合、彼らの活動が定着するには、自己実現へ  

の欲求を満たすような刺激や学びの機会だけ  

でなく、仲間意識やつながりが育つことが必  

要なことがわかった。  
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営に関するノウハウの提供 ＠）傾聴の学習と  

会議での実践という1年目の働きかけから生  

まれたどア活動を振り返り、活動が継続した  

要因を探った。その結果、初期の活動は「活  

動を通じての自己実現」「出会いと目標の発  

見」「社会的スキルの学習」等、学びと自己  

の成長に関わる動機と、「対話」によって自  

然発生的に生まれた「日常的なかかわり」  

「仲間意識」等、仲間とのつながりがもたら  

す継続の力が存在していた。   

今後ピア活動が、若者によってより主体的  

になされるには、傾聴や対話がもたらす力を  

仲間感で実感し、その関係が彼ら自身の手に  

よって対社会の中で広く実践され、深められ  

ていくような支援がもとめられる。  

ていくと考える。パウロ・フレイレは、対話  

と学習を主体に状況を対象化し、その状況を  

自覚的に主体的に変えていく過程を意識化と  

名づけ、人間がより豊かになるための最重要  

概念とした14）。   

さらに彼らは活動と対話の繰り返しの中  

で、「競争ではない人と人とのつながりの暖  

かさ」（発言24）「みんなの辛が好き」（発言  

13）という感覚を生み出し、仲間意識を形成  

している。彼らの目が社会の子どもや若者で  

はなく、自分たち同志に向けられていること、  

共通の課題や問題による結びつきではなく、  

「あたたかさ」や「好き」という感情で結び  

ついていることは1年目の一つの重要な特徴  

である。組織が自分にとって居心地の良い居  

場所になることが次に大切な要素で、同時に  

これはありのままを受け入れようとする傾聴  

の姿勢がもたらしていると思われる。  

1年目の活動から、PDYYYは若者に「他  

者との関わりの中で安心して自分の位置と将  

来の方向性を確認できる居場所」－5）を提供し  

ていたといえよう 。変化の激しい社会の中で、  

自分が目指すべきモデルを発見できず、学校  

社会に身を置くだけでは社会とのつながりを  

実感しづらい若者たちが、ピア活動を通じて  

社会を知り、対話によって仲間とのつながり  

を生み出し、成長を促す活動としてこの活動  

を位置付けようとしている。しかし、1年目  

の活動理由は、自己の成長、仲間のつながり  

が中心で、村社会に対する思いは見られなか  

った．2年目はこのことを受けて、社会に対  

する思いも活動を支える動機になるように支  

援を試みたい。  

引用文献  

1）松本清一、我が国における思春期保健の   

歩みと現状、周産期医学、Vol．32，No．4：   

444～448（2002）  

2）高村寿子、今、なぜ、思春期保健でピア・カ  

ウンセリングなのか、助産婦雑誌、Vol．55   

No．8：67～72（2001）  

3）岩崎 条、「エイズ・ピア・エデュケー  

ション」の全国展開のシステム構築に関  

する研究、厚生科学研究費補助金研究班   

（エイズ対策研究事業）分担研究報告書、  

4）vincentJ．D＼AndreaandPeterSalvey，Peer  

Counseling，PaloAlto，California：3～16   

（1996）  

5）安積純子、障害をもつ人とピア・カウン  

セリング、立岩伸也編、自立生活への鍵、  

ヒューマンケア協会（東京）、19～28（1992）  

6）アキイエ・ヘンリー・ニノミヤ、ピア・  

カウンセリングの基本理念、立岩伸也編、  

自立生活への鍵、ヒューマンケア協会   

（東京）、7～13（1992）  

7）高村寿子、性の自己決定を育てるピアカ  

6．終わりに   

①最初の企画提示とその彼の活動機会の提  

供 ⑦性問題を語れる当事者・専門家との学  

習会、合同ワークショップの実施（封組織運  

ー125－   



TheJournalofKyushuUniversity ofNursingandSocialWelfareVol．5No．1Mar．2003  

12）鈴木秀子、愛と癒しのコミュニオン、文  

春文庫、55（1999）  

13）梶 正嗣、子供の権利擁護と子育ち支援、  

熊本学園大学付属社会福祉研究所、227   

（2003）  

14）パウロ・フレイレ、被抑圧者の教育学、亜   

紀書房（東京）、261（1979）  

15）水野篤夫、居場所づくりの指導者論、田  

中治彦編、子ども・若者の居場所の構想、   

学陽書房（東京）、204～225（2001）  

ウンセリング、小学館（束京）、43～58   

（1996）  

8）松下 拡、健康学習とその展開、勤草書   

房（東京）、1～4（1990）  

9）伸宗根正、地域における思春期保健、思   

春期学、Vol．19，No．1：58～67（2001）  

10）2001年度 PDYYY活動報告書、熊本  

YWCA／PDYYY（熊本）、113～116   

（2002）  

11）土橋信夫、大学生の価値観はどう変わっ  

たか、現代のエスプリ293：111～121   

（1991）  

ー126－   



TheJournalofKyushuUtliversity ofNursingandSocialWelfareVol．5No・1Mar．2003  
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skillacqulSitionl；and4relatedtothepowerofpromotion，Whicharethe10PpOrtunltyfor  

learnlng，＝dailyrelationships，＝peerconnectedness，1and†potentialityfol・self－developmentI・  

Thosetookeffectoflaffirmationofdevelopment■．  

Toinitiateeffectivepeeractivitiesin thefutul・eitisrecommended thatthefollowlng  

componentsbeused，lencounterwithotherpeople，Hdialogue，landlskillandopportunitiesfor  

socialparticipation，landthattheuseoflthelearningopportunities，landIinteractivd  

relationships，†shouldbeconsidered，andpl・aCticeandexperienceinthesociety・  
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